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１．学校教育施設長寿命化計画の策定にあたって

１－１．計画の背景・目的

矢吹町の小・中学校 5 施設は、校舎の老朽化及び耐震性の課題から、矢吹中学校を改築

（平成 25 年 9 月竣工）し、老朽化及び機能的な改善を図るため、矢吹小学校の大規模改修

を実施しているが、その他の施設は、建築後 30 年から 40 年を経過し、建物や設備等の老

朽化に伴い改修箇所が増加している。

また、厳しい財政状況が続く事が予想される中で、老朽化が進む小学校を順次建替えて

いくことは難しい状況である。その為、既存施設の維持･長寿命化によって将来の建替えの

ペースを長期化し、長期的かつ計画的な改修を行うことでコストの縮減・財政負担の平準

化を図る必要がある。 

このような中、各小学校の現況等を調査し老朽化の実態を把握するとともに、状態に応

じた改修や計画的な維持管理を行うことで、子供たちが安心安全に学べ、「矢吹町教育大綱」

で定める基本理念に沿った教育環境を確保する事を目的とする。 

「矢吹町教育大綱」より 

矢吹町教育大綱 

○基本理念 

『緑豊かな大地に主体的に生きる心豊かな人間の育成』 

○基本目標 

・ふるさとの誇りと愛着心の育成 

・社会全体で取り組む子どもたちの育成 

・協働のまちづくりによる子育て支援 

・学校教育の質の向上、環境の充実 

・学びを通じた人づくりの推進 

・スポーツ活動の推進と競技力の向上 

・文化、芸術活動、生涯学習分野の活性化 
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１－２．計画の位置付け

矢吹町では、目指すべき方向や各分野における指針について、町の最上位計画である

「第 6 次矢吹町まちづくり総合計画（基本構想）」を掲げている。

また、本町の公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針を示した「矢

吹町公共施設等総合管理計画」、教育分野に特化した計画として「矢吹町教育大綱」「第三

次矢吹町教育振興基本計画」も整備されている。

矢吹町学校教育施設長寿命化計画は、これらの下位計画として位置付ける。

矢吹町教育大綱

（教育の目指す基本的な方向性）

矢吹町公共施設等総合管理計画

（公共施設等全体の基本的な方向性）

第三次矢吹町教育振興基本計画

（施策の実施計画）

教育分野の計画

第６次矢吹町まちづくり総合計画 

未来を拓く日本三大開拓地 さわやかな田園のまち・やぶき

公共施設等の総合計画

連携

学校施設に特化

矢吹町学校教育施設長寿命化計画 

（学校施設の長寿命化計画）
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2017 2018 2027

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39矢吹町学校教育施設

長寿命化計画
策定

必要に応じ適宜見直し

１－３．計画期間

  計画期間は、平成 30 年から平成 39 年までの 10 年間とする。ただし、施設の老朽化状

況、財政状況等を踏まえ、必要に応じて適宜見直すものとする。
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１－４．用語の定義と解説

  本計画における用語の定義と解説は、「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引（平成２

７年４月文部科学省）」に基づき、次のとおりとする。

「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引（平成２７年４月文部科学省）」より抜粋



矢吹町学校教育施設長寿命化計画  

- 5 - 

「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引（平成２７年４月文部科学省）」より抜粋
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１－５．対象施設

対象施設は、「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成 29 年 3 月文部科学省）」

の基準により、原則として次の建物を対象とする。なお、小規模な建物（倉庫、部室、便

所等）、プール、グラウンド及び共用設備等は対象としない。 

・校舎（渡り廊下、昇降口等の機能上不可分な小規模な建物を含む） 

・屋内運動場（武道場を含む） 

・給食室 

本長寿命化計画における対象教育施設は以下のとおりとする。 

■長寿命化計画対象施設一覧

※棟番号は学校施設台帳による。

【対象施設】

4 校

1 校

【小学校】

棟番号 建物区分 建物名

① 001 校舎 西校舎

② 002 校舎 東校舎

③ 008 給食室 給食室

④ 009,010 屋内運動場 屋内運動場

棟番号 建物区分 建物名

① 001 校舎 西校舎

② 002 校舎 東校舎

③ 003 屋内運動場 屋内運動場

④ 004 給食室 給食室

棟番号 建物区分 建物名

① 001 校舎 北校舎

② 009 給食室 給食室

③ 010 校舎 南校舎

④ 013 屋内運動場 屋内運動場

棟番号 建物区分 建物名

① 004 校舎 南校舎

② 005 校舎 北校舎

③ 011 屋内運動場 屋内運動場

【中学校】

棟番号 建物区分 建物名

① 010 給食室 給食室、食堂

② 011,012 屋内運動場 屋内運動場

③ 013,015,016 校舎 校舎

④ 017,019 校舎 屋内プール

⑤ 018 校舎 武道場

（５）矢吹中学校 所在地：矢吹町文京町118

（４）三神小学校 所在地：矢吹町神田西130-2

（３）中畑小学校 所在地：矢吹町中畑329

学　　　　校

（２）善郷小学校 所在地：矢吹町小松384-2

小学校

中学校

（１）矢吹小学校 所在地：矢吹町中町100
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■長寿命化計画の対象施設 位置図
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２．学校教育施設の目指すべき姿

２－１．学校施設整備において実現すべき取組

学校施設整備においては、「学校施設整備基本構想のあり方について（平成 25 年 3 月学

校施設の在り方に関する調査研究協力者会議）」に基づき、安全性、快適性、学習活動への

適応性、環境への適応性、地域の拠点化等に配慮して整備するものとする。

■「学校施設整備基本構想のあり方について」

（学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議、平成 25 年 3 月より抜粋）
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３．学校教育施設の実態

３－１．学校施設の運用･活用状況

１）各学校の教育方針

矢吹町では、平成 28 年 4 月に「矢吹町教育大綱」及び「第三次矢吹町教育振興基本計画」

を策定し、教育分野で目指すべき基本的な方向性とその具現化に向けた施策の実施計画を

示している。また、各学校では｢矢吹町教育大綱｣の基本理念をもとに、それぞれの教育目

標や年度毎の重点目標等を掲げている。

■平成 29 年度 学校教育目標等

学校名 　学校教育目標 重点目標又は努力目標

矢

吹

小

学

校

心の美しい子ども（情操豊かで、礼儀正しい

子ども）【総括目標】

○　じょうぶな子ども（心身ともに健康で安全

な生活をする子ども）【健康】

○　がんばる子ども（自主性に富み、最後ま

でやりとげる根気強い子ども）【意志】

○　思いやりのある子ども

　　（規律を守り、共同、友愛を大切にし、奉仕

の精神に富んだ子ども）【協調】

○　よく考え工夫する子ども（基礎的な学力を

身に付け、創造豊かな子ども）【知性】

①　健康・安全教育の充実を図り、体力の向上・健康の維持増進に努める。

②　ねばり強い意志の育成に努める。

③　心の教育の充実を図り、自己肯定感の向上に努める。

④　望ましい学習習慣を身に付けさせるとともに、学習内容の定着を図る。

善

郷

小

学

校

夢に向かって進もう仲間とともに

○　思いやりのある子ども（徳）

○　よく考え工夫する子ども（知）

○　健康な子ども（体）

「認めあう善郷っ子」

○　進んであいさつをし、正しい言葉遣いで話す子

○　相手の気持ちを考えて行動する子

○　お互いに助け合って、仲良く生活する子

①道徳教育の充実、②特別活動・総合的な学習時間の充実、③教育相談の充実

「学びあう善郷っ子」

○　友だちや教師の話をよく聞き、自分の考えを進んで話す子

○　自分の課題に向かってよく考え、進んで学習する子

○　本に親しみ、進んで読書する子

①授業の充実、②授業周辺部の充実、③家庭学習の習慣化

「鍛えあう善郷っ子」

○　自ら進んで運動する子

○　自分に合っためあてもを持ち、最後までがんばる子

○　身の回りの安全や健康に気をつけて生活する子

①健康・安全教育の充実、②体育的活動の充実、③食育の推進

「これらを支えるもの」

①読書の推進、②特設クラブ活動の充実

中

畑

小

学

校

自ら考え行動し、夢に向かって本気で学び、

鍛え、挑戦する子ども

○　すすんで学ぶ子ども

○　心ゆたかな子ども

○　じょうぶな子ども

生きる力を育む

①　学び合いの場を大切にし、思考力、判断力、表現力を育成する。（確かな学力）

②　自己肯定感、自己有用感を育成する。（豊かな人間性）

③　体育の授業、授業以外の活動で体力の向上を図る。（健やかな体）

三

神

小

学

校

豊な人間性を備え心も体も健康で共に伸び

ようと努力する子どもの育成

○　思いやりのある子

○　考える子

○　たくましい子

◎　豊かな感性や社会性を培い、思いやりの心情を育てる。

○　豊かな人間性の育成を目指し、教育環境を最大限生かすように努める。

◎　確かな学力の定着を目指し、学習の仕方を身につけ向上心に支えられた主体的な

学習態度を育てる授業の充実に努める。

○　教科の特性を生かした指導を通しながら豊かな表現力を高める。

○　身近な素材を生かし、体感できる場を設定することにより、生き生きと活動する児童

を育てる。

◎　児童の個人差に配慮し、個性を伸ばす指導に努めると共に、児童同士が切磋琢磨

しながら自他と共に伸びようという心の育成に努める。

◎　無事故の生活実現と体力向上に努める。

矢

吹

中

学

校

「志を高く持ち、学び・磨き・鍛え続ける生徒」

　～学校経営のキーワード～

　　　「可能性・挑戦、そして感謝」

①　学ぶ喜び、楽しさを味あわせ、確かな学力の向上を図る。＜知力＞

②　規範意識を高めるとともに、自他の命を大切にさせ、他者への思いやりの心や感謝

の心、態度を育てる。＜心力＞

③　心身の健康の保持増進と安全な生活態度を身につけさせるとともに、生徒自ら進ん

で強い身体を鍛える態度を育てる。＜健康・体力＞

④　教育環境の整備充実に努めるとともに、各種団体との連携を一層図り、日々の教育

活動を充実させる。＜教育環境・連携＞

⑤　教職員の不祥事の未然防止に最善を尽くし、安全・安心で信頼される学校を目指

す。＜信頼＞
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２）学校施設の現況

本計画の対象建物は、5 校 20 棟 3.1 万㎡で、うち旧耐震基準（昭和 56 年以前）の建物

が 9 棟 1.2 万㎡で 40％、新耐震基準（昭和 57 年以降）が 11 棟 1.9 万㎡で 60％となってい

る。また、平成 29 年度時点において、築 30 年以上の建物は 12 棟 1.6 万㎡で全体面積の

53％を占めている。

矢吹町の新耐震基準（昭和 56 年）以前に建てられた学校施設の校舎・屋内運動場につい

ては耐震診断を行い、基準値以下の施設については耐震補強工事を実施し、全ての校舎・

屋内運動場が耐震基準を満たしている。

給食室については、町内全ての幼稚園から中学校まで、給食センターから配給する協議

を進めており、給食センター整備に合わせ、搬入、搬出のための改修工事及び耐震改修に

ついて検討する。
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■各学校の現況一覧

(１)【矢吹小学校】

棟番号 施設名称 建設年度
経過年数

（H29年現在）
構　造 階　数 延床面積 耐震診断 大規模改造

① 001 西校舎 昭和44年 48年 ＲＣ造 3 3,098 平成９年 平成26年

② 002 東校舎 昭和56年 36年 ＲＣ造 3 1,485 ○（新耐震） 平成27年

③ 008 給食室 昭和48年 44年 鉄骨造 1 184 未実施 ―

④ 009,010 屋内運動場 平成1年 28年 鉄骨造 1 1,306 ○（新耐震） 平成27年

(２)【善郷小学校】

棟番号 施設名称 建設年度
経過年数

（H29年現在）
構　造 階　数 延床面積 耐震診断 大規模改造

① 001 西校舎 昭和55年 37年 ＲＣ造 3 2,885 ○（新耐震） ―

② 002 東校舎 昭和56年 36年 ＲＣ造 3 1,533 ○（新耐震） ―

③ 003 屋内運動場 昭和55年 37年 鉄骨造 1 989 平成20年 平成21年

④ 004 給食室 昭和55年 37年 鉄骨造 1 158 未実施 ―

(３)【中畑小学校】

棟番号 施設名称 建設年度
経過年数

（H29年現在）
構　造 階　数 延床面積 耐震診断 大規模改造

① 001 北校舎 昭和46年 46年 ＲＣ造 3 1,897 平成20年 平成5年

② 009 給食室 昭和49年 43年 鉄骨造 1 112 未実施 ―

③ 010 南校舎 昭和59年 33年 ＲＣ造 2 1,450 ○（新耐震） ―

④ 013 屋内運動場 平成2年 27年 鉄骨造 1 1,114 ○（新耐震） ―

(４)【三神小学校】

棟番号 施設名称 建設年度
経過年数

（H29年現在）
構　造 階　数 延床面積 耐震診断 大規模改造

① 004 南校舎 昭和61年 31年 ＲＣ造 1 486 ○（新耐震） ―

② 005 北校舎 昭和61年 31年 ＲＣ造 2 2,189 ○（新耐震） ―

③ 011 屋内運動場 平成14年 15年 鉄骨造 1 961 ○（新耐震） ―

(５)【矢吹中学校】

棟番号 施設名称 建設年度
経過年数

（H29年現在）
構　造 階　数 延床面積 耐震診断 大規模改造

① 010 給食室、食堂 平成8年 21年 鉄骨造 3 787 ○（新耐震） ―

② 011,012 屋内運動場 平成22年 7年 ＲＣ造(一部S造) 2 1,921 ○（新耐震） ―

③ 013,015,016 校舎 平成22年 7年 ＲＣ造 3 6,714 ○（新耐震） ―

④ 017,019 屋内プール 平成23年 6年 ＲＣ造(一部木造) 2 1,259 ○（新耐震） ―

⑤ 018 武道場 平成23年 6年 木造 1 587 ○（新耐震） ―

※棟番号は学校施設台帳による。
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３）児童生徒数の変化と保有教室数

平成 29 年度における矢吹町の小学校児童生徒数は、通常学級 901 名、特別支援学級 17
名で、計 918 名。また、小学校学級数は、通常学級 33 学級、特別支援学級 5 学級で、計

38 学級となっている。

中学校の児童生徒数は、通常学級 458 名、特別支援学級 8 名で、計 466 名。また、中学

校学級数は、通常学級 13 学級、特別支援学級 1 学級で、計 14 学級となっている。

■平成 29 年度 児童生徒数及び学級数（参考：平成 29 年度公立学校施設施設台帳）

■平成 29 年度 学校別保有教室数（参考：平成 29 年度公立学校施設施設台帳）

理
科
室

生
活
室

音
楽
室

図
画
工
作
室

美
術
室

技
術
室

家
庭
室

外
国
語
室

視
聴
覚
室

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

室

図
書
室

特
別
活
動
室

教
育
相
談
室

1 矢吹小学校 10 1 - 1 1 - - 2 - - 1 1 5 1 593 1,140

2 善郷小学校 19 1 - 1 1 - - 1 - - 1 1 3 - 1,216 1,046

3 中畑小学校 8 1 - 1 1 - - 1 - - 1 2 5 1 397 902

4 三神小学校 7 1 - 1 1 - - 1 - 1 - 1 1 - 448 705

5 矢吹中学校 18 2 - 2 - 1 1 1 - - 1 1 5 2 1,517 1,657

保
有
特
別
教
室

保有教室の
総面積(㎡)

学校名

普
通
教
室

特別教室

保有教室数(室)

保
有
普
通
教
室

対象施設一覧　（平成29年度　児童生徒数及び学級数）

通常 特別支援 通常 特別支援

1 矢吹小学校 221 4 9 1

2 善郷小学校 420 9 12 2

3 中畑小学校 148 3 6 1

4 三神小学校 112 1 6 1

901 17 33 5

通常 特別支援 通常 特別支援

1 矢吹中学校 458 8 13 1

458 8 13 1

1359 25 46 6

中学校　計

小・中学校　合計

児童生徒数（人） 学級数（学級）
小学校 学校名

中学校 学校名
児童生徒数（人） 学級数（学級）

小学校　計
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■学校別児童生徒数の推移と将来推計

矢吹町の児童生徒数は年々減少傾向にあり、住民基本台帳データを基にした今後の児童

生徒数見込みでも、全体的な減少が予想される。また、各学校別児童生徒数の将来推計に

おいても、全ての学校で減少傾向にあるが、善郷小学校においては他校と比べ減少数は少

ない見込みとなっている。 

■児童生徒数の将来推計　（人）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

平32 平37 平42 平47 平52 平57 平62 平67 平72

矢吹小学校
児童数

199 176 153 124 101 89 76 64 53

善郷小学校
児童数

437 410 406 394 382 370 358 346 334

中畑小学校
児童数

155 150 128 94 71 59 46 35 29

三神小学校
児童数

107 88 52 35 22 11 6 6 6

小学校児童数
小計

898 824 739 647 576 529 486 451 422

矢吹中学校
生徒数

485 445 413 390 371 350 329 305 283

中学校生徒数
小計

485 445 413 390 371 350 329 305 283

児童生徒数
合計

1,383 1,269 1,152 1,037 947 879 815 756 705

将来推計（住民基本台帳データを基にした今後の児童生徒数の見込み）

■児童生徒数の推移　（人）

1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2017年

平2 平7 平12 平17 平22 平27 平29

矢吹小学校
児童数

471 412 369 356 279 217 225

善郷小学校
児童数

493 524 460 398 473 435 429

中畑小学校
児童数

295 300 233 177 167 137 151

三神小学校
児童数

238 243 189 152 120 121 113

小学校児童数
小計

1,497 1,479 1,251 1,083 1,039 910 918

矢吹中学校
生徒数

865 715 742 547 521 531 466

中学校生徒数
小計

865 715 742 547 521 531 466

児童生徒数
合計

2,362 2,194 1,993 1,630 1,560 1,441 1,384

これまでの推移
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■住民基本台帳データを基にした今後の小学校入学児童数の見込み

矢吹小学校 28 23 19 16 13 11 9 8

善郷小学校 68 66 64 62 60 58 56 54

中畑小学校 24 18 14 11 8 6 5 4

三神小学校 11 7 4 2 1 1 1 1

合計 131 114 101 91 82 76 71 67

Ｈ37年
入学

Ｈ42年
入学

Ｈ47年
入学

Ｈ52年
入学

Ｈ57年
入学

Ｈ62年
入学

Ｈ67年
入学

Ｈ72年
入学
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■学校別学級数の推移と将来推計

現在、小学校では子どもたち一人一人の実態に応じたきめ細かな指導を行うため、少人数学

級や特別支援学級を編成している。そのため、これまでの児童数の減少による余裕教室の増加

はないが、今後の更なる児童数の減少により、単学級の学年が徐々に増加し、余裕教室が増加

していくと予想される。

なお、学級数の将来推計値は、「学級編成の基準」(P.17)により推計。

■学級数の将来推計　（学級）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

平32 平37 平42 平47 平52 平57 平62 平67 平72

矢吹小学校
学級数

8 6 6 6 6 6 6 6 6

善郷小学校
学級数

16 16 14 14 14 13 12 12 12

中畑小学校
学級数

7 6 6 6 6 6 4 4 4

三神小学校
学級数

6 6 6 4 3 3 3 3 3

小学校学級数
小計

37 34 32 30 29 28 25 25 25

矢吹中学校
学級数

15 15 15 12 12 12 12 12 9

中学校学級数
小計

15 15 15 12 12 12 12 12 9

学級数
合計

52 49 47 42 41 40 37 37 34

将来推計（住民基本台帳データを基にした今後の児童生徒数の見込みより推計）

■学級数の推移　（学級）

1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2017年

平2 平7 平12 平17 平22 平27 平29

矢吹小学校
学級数

12 12 12 13 13 11 10

善郷小学校
学級数

18 17 14 17 19 19 19

中畑小学校
学級数

11 10 7 7 8 8 7

三神小学校
学級数

8 9 6 7 7 7 7

小学校学級数
小計

49 48 39 44 47 45 43

矢吹中学校
学級数

22 19 22 20 18 18 18

中学校学級数
小計

22 19 22 20 18 18 18

学級数
合計

71 67 61 64 65 63 61

これまでの推移



矢吹町学校教育施設長寿命化計画  

- 17 - 

■学級編成の基準 （平成 29 年 7 月 24 日福島県教育員会）
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４）学校教育施設の施設整備費等の推移

対象施設の過去 5年間（平成 24年度から平成 28年度まで）における施設関連経費は、
約 24,950 万円で、年平均約 4,990 万円であった。中でも、光熱水費の占める割合が大き
く、年平均約 3,180万円となっている。平成 24年度の矢吹中学校改築工事費、平成 26年
から平成 28年度の矢吹小学校大規模改修工事費は含んでいない。

年平均 

約 4,990 万円
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３－２．現地調査状況

現地調査を行い、下記の調査及び評価方法により、各教育施設の老朽化状況を評価する。 

１）調査及び評価方法

各教育施設で調査員の目視により、構造躯体以外の屋根・屋上、外壁及び、教室、廊下、

トイレ等の現状を確認し、老朽化や破損個所等を把握する。調査は項目ごとに下記の 4 つ
の段階に分類し評価を行うことで、今後の改修の優先度に反映させていく。 

また、目視による判断が難しい場合は、内部仕上げ・電気設備・機械設備は、部位の全面

的な改修年からの経過年数を基本に下記の４段階で評価する。 

                           ■経過年数による評価

■目視による評価 【屋根・屋上、外壁】        【内部仕上げ、電気設備、機械設備】

■健全度の算定

健全度とは、各建物の 5つの部位について劣化状況を 4段階で評価し、100点満点で数
値化した評価指標である。①部位の評価点と②部位のコスト配分を下表のように定め、③

健全度を 100点満点で算定する。

『学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 平成 29 年 3月文部科学省』より抜粋

評価 基準

良好 Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

劣化 Ｄ

早急に対応する必要がある
（安全上、機能上、問題あり）
（躯体の耐久性に影響を与えている）
（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等

評価 基準

良好 Ａ 20年未満

Ｂ 20年以上～40年未満

Ｃ 40年以上

劣化 Ｄ
経過年数に関わらず著し
い劣化事象がある場合

①部位の評価点 ③健全度

評価 評価点

Ａ 100 ※100点満点にするためにコスト配分の合計値で割っている。

Ｂ 75 ※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいることを示す。

Ｃ 40

Ｄ 10 【健全度の計算例】

評価 評価点 配分

②部位のコスト配分 Ｃ → 40 × 5.1 ＝ 204

コスト配分 Ｄ → 10 × 17.2 ＝ 172

5.1 Ｂ → 75 × 22.4 ＝ 1,680

17.2 Ａ → 100 × 8.0 ＝ 800

22.4 Ｃ → 40 × 7.3 ＝ 292

8.0 計 3,148

7.3 ÷ 60

計 60 健全度 52

１　屋根・屋上

２　外壁

３　内部仕上げ

４　電気設備

５　機械設備

総和　（部位の評価点×部位のコスト配分）　÷　６０

部位

１　屋根・屋上

２　外壁

３　内部仕上げ

４　電気設備

５　機械設備
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２）学校教育施設の老朽化状況の実態

■学校教育施設の建物情報一覧
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３）各教育施設の老朽化状況の評価

① 矢吹小学校の老朽化状況
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■矢吹小学校の老朽化状況について

構造躯体は、東校舎、屋内運動場は新耐震基準の建物であり健全と判断する。また、西校

舎、給食室は旧耐震基準の建物であるが、西校舎は平成 26 年から大規模改修工事を行い、
耐震安全性は確保されている。

平成 26年度から平成 28年度にかけて、校舎 2棟、屋内運動場の大規模改修工事を実施
しており、屋根・屋上、外壁、内部仕上げ、電気設備、機械設備全ての項目においてＡ評価

となっている。

給食室は、築 44年を経過しＣ評価またはＢ評価となっている。また、給食室については、
別途矢吹町給食センターを新設する計画があるため、今後は大規模改修を行わず維持保全

としている。
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■矢吹小学校 校舎 調査図面（各階平面図、立面図）

 ※老朽化箇所がないため調査図面のみ掲載
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■矢吹小学校 屋内運動場 調査図面（各階平面図、立面図）

 ※老朽化箇所がないため調査図面のみ掲載
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② 善郷小学校の老朽化状況
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■善郷小学校の老朽化状況について

構造躯体は、西校舎、東校舎は新耐震基準の建物であり健全と判断する。そのほか、屋内

運動場、給食室は旧耐震基準の建物で、屋内運動場は平成 21年に耐震補強工事を行い、耐
震安全性は確保されている。

校舎(2棟)、屋内運動場は築 36～37年が経過し、屋根・屋上、外壁が広範囲に劣化して
いるためＣ評価となっている。また、屋内運動場では、内部仕上げに小規模な漏水のあと

があり、Ｃ評価となっている。

校舎(2 棟)は、内部仕上げにひび割れ等はあるが、漏水あとはないためＢ評価となった。
給食室は、築 37年が経過しているが、平成 11年に改修工事を行っており、屋根・屋上、
外壁、内部仕上げはＡ評価となっている。また、給食室については、別途矢吹町給食センタ

ーを新設する計画があるため、今後は大規模改修を行わず維持保全としている。
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■善郷小学校 校舎 調査図面（各階平面図、立面図）
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■善郷小学校 給食室 調査図面（平面図）
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■善郷小学校 屋内運動場 調査図面（各階平面図、立面図）
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③ 中畑小学校の老朽化状況
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■中畑小学校の老朽化状況について

構造躯体は、南校舎と屋内運動場が新耐震基準であり健全と判断する。また、北校舎、給

食室は旧耐震基準であるが、北校舎は平成 5 年に耐震補強工事を実施しているため、耐震
安全性は確保されている。

北校舎は、屋根・屋上、外壁において広範囲に劣化状況が確認でき、内部への漏水あとが

多数見られるため、Ｄ評価となっている。内部仕上げ等は経過年数４５年であること、広

範囲にひび割れやさび汁、漏水あとが確認できることから、Ｄ評価となっている。

南校舎は、屋根・屋上、外壁において広範囲に劣化状況が確認でき、内部で小規模な漏水

あとが見られるため、Ｃ評価となっている。内部仕上げ等は経過年数３３年であること、

広範囲にひび割れが確認でき一部漏水あとが確認できることから、Ｃ評価となっている。

屋内運動場は、築 27年を経過しているが、屋根は汚れている程度で良好であるため、Ａ
評価となっている。外壁は一部ひび割れや破損が見られるためＢ評価であった。内部仕上

げ等は経過年数が 20年以上であることから、Ｂ評価となっている。
給食室は、屋根は部分的に変質が見られるためＢ評価となっている。外壁は、広範囲に

ひび割れがあり、今後内部への影響が懸念されるためＣ評価。内部仕上げは改修済みで良

好であるためＡ評価となっている。また、給食室については、別途矢吹町給食センターを

新設する計画があるため、今後は大規模改修を行わず維持保全としている。
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■中畑小学校 校舎 調査図面（各階平面図、立面図）
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■中畑小学校 給食室 調査図面（平面図、立面図）
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■中畑小学校 屋内運動場 調査図面（各階平面図、立面図）
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④ 三神小学校の老朽化状況
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■三神小学校の老朽化状況について

構造躯体は、3棟共に新耐震基準であり健全と判断する。
南校舎は、屋根・屋上において広範囲に劣化状況が確認でき、内部への漏水あともあっ

たためＣ評価、外壁は一部ひび割れ等があるが部分的であるためＢ評価となっている。内

部仕上げ、電気設備、機械設備は経過年数 30年であることから、Ｂ評価であった。
北校舎は、屋根・屋上、外壁において広範囲に劣化状況が確認できることから、Ｃ評価と

なっている。内部仕上げ、電気設備、機械設備は経過年数 30年であることから、Ｂ評価で
あった。

屋内運動場は、屋根は汚れている程度で良好、Ａ評価となっている。外壁は一部劣化が

見られるためＢ評価となる。内部仕上げ、電気設備、機械設備は経過年数 15年から、Ａ評
価となっている。
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■三神小学校 校舎 調査図面（各階平面図、立面図）
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■三神小学校 屋内運動場 調査図面（平面図、立面図）
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⑤ 矢吹中学校の老朽化状況
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■矢吹中学校の老朽化状況について

構造躯体は、校舎、給食室食堂、屋内運動場、武道場、屋内プールの全てが新耐震基準の

建物であり健全と判断する。

校舎、屋内運動場、武道場、屋内プールは、一部外壁の装飾タイル剥落はあるが、築 6～
7年で経過年数も浅く良好であるため、屋根・屋上、外壁、内部仕上げ、電気設備、機械設
備全ての項目においてＡ評価となっている。

給食室食堂は、築 21年を経過し、外壁で広範囲に汚れや一部ひび割れが確認できること
からＢ評価、屋根・屋上ではＡ評価となっている。そのほか、経過年数が 20年以上である
ことから、内部仕上げ、電気設備、機械設備でＢ評価であった。また、給食室については、

別途矢吹町給食センターを新設する計画があるため、今後は大規模改修を行わず維持保全

としている。
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■矢吹中学校 校舎 調査図面（各階平面図、立面図）
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■矢吹中学校 屋内運動場 調査図面（各階平面図、立面図）
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■矢吹中学校 屋内ブール・武道場 調査図面（各階平面図、立面図）

 ※老朽化箇所がないため調査図面のみ掲載
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３－３．長寿命化の必要性

「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成２９年３月文部科学省）」により試算

した今後の維持・更新コストを次頁に示す。

今後の維持・更新コスト（従来型）では、今後 40年間で 196億円、年平均 4.9億円の維
持更新コストがかかる試算結果が出ている。また、平成 30年度から平成 39年度までの 10
年間及び、平成 62年度から平成 64年度に改築時期が集中する結果が表れている。この時
期の維持更新コストを見ると、平成 30年度から 10年間で年平均約 8.3億円、平成 62年
度から 3 年間で約 52 億円の維持更新コストが掛かる試算となっている。改築時期が集中
することから、事業費の確保が難しい状況が想定される。

一方、今後の維持・更新コスト（長寿命化型）では、今後 40年間で 152億円、年平均
3.8億円の維持更新コストがかかる試算結果となり、長寿命化型とした場合、今後 40年
間で 44億円の経費削減が見込まれる結果となった。平成 60年までの今後 30年間では、
長寿命化を図ることで改築費用が大幅に削減されている。また、平成 60年以降では長寿
命化改修及び改築が集中する時期があるため、これらについては一部事業の前倒しを行

うなど、実施時期の検討及び調整を図る必要がある。
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過去の学校教育

施設関連経費 

3.0 億円/年 

40 年間の総額

196 億円 

過去の学校教育施設関連経費と比較し 1.6 倍

過去の学校教育

施設関連経費 

3.0 億円/年 

40 年間の総額

152 億円 

過去の学校教育施設関連経費と比較し 1.3 倍 
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４．学校教育施設整備の基本方針等の検討

上位計画で定めた施設管理に関する基本方針を踏まえ、学校教育施設整備の基本方針等を検

討する。

４－１．上位計画における基本方針

「矢吹町公共施設等総合管理計画」より抜粋

１）公共施設等の管理に関する基本方針

全体方針の５つの柱

①施設の長寿命化

予防保全　計画修繕　定期的点検診断

※新規施設は原則としてつくらない

②施設の複合化と機能集約

サービスの適正化　施設の複合化・多機能化　広域対応　統廃合

※施設を更新(建替え)する場合は、複合化・多機能化を検討する

③効率的な運営手法

維持管理の効率化　利用促進　使用料の適正化

※施設総量(総床面積)を縮減する

④新たな事業手法の活用

公民連携の推進（ＰＰＰ・ＰＦＩ）等

※改修・更新コスト、管理運営コストを縮減する

⑤取組体制の構築

施設の一元管理　取組の推進体制の構築　個別計画の策定　職員の意識改革

※ライフサイクルコストを縮減する

全体方針

『公共施設等の量・質の見直しを図り、ライフサイクルコスト・施設総量の
縮減に取り組む戦略的な施設経営を推進し、町民ニーズに対応した施設サー
ビスの持続的な提供を行う。』
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２）施設類型別の基本方針【学校教育施設】

施設分類ごとの基本方針

学校教育施設（５施設）

○小中学校

■多額の更新費用が予想されるため、更新時期の分散化を図る。しかし、
全ての学校施設の更新を行うことは、財政的にも困難であることから、保
護者や地域等の意向を十分に踏まえながら、適正規模・適正配置について
検討する。
■少子高齢化が加速する中にあっては、児童数・生徒数の減少に合わせた
統合の可能性を検討していく。
■給食施設の統合の可能性を検討するほか、民間資金の活用等、民間委託
の拡大を推進する。
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４－２．学校教育施設長寿命化計画の基本方針

① 長期的かつ計画的な改修によるコストの縮減・財政負担の平準化

② 少子高齢化など地域の実情に合わせた学校教育施設の複合化と機能集約

③ 公民連携の推進による維持管理、運営コストの削減、より質の高い安全・安心性の確保

④ 施設管理データの一元化など効率的・効果的な維持管理体制の構築

⑤ 新学習指導要領に対応した学校教育施設の改修・整備

学校教育施設長寿命化計画の基本方針
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５．基本方針等を踏まえた施設整備の水準等

５－１．目標耐用年数

目標耐用年数は｢建築工事標準仕様書・解説（2009 年２月改正）｣、｢建築物の耐久計画に

関する考え方｣（日本建築学会）を参考に、上位計画に基づき設定する。

  ｢建築工事標準仕様書・解説（2009 年２月改正）｣では鉄筋コンクリートの耐用年数は、

標準で 65 年としている。

 ｢建築物の耐久計画に関する考え方｣が推奨している学校施設の鉄筋コンクリート造、鉄

骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造の目標耐用年数を高品質の場合 80～120 年、普通品質の場

合だと 50～80 年としている。

｢建築工事標準仕様書・解説（2009 年２月改正）｣が標準で 65 年としていること、｢建築

物の耐久計画に関する考え方｣が目標耐用年数を普通品質の場合 50～80 年としており中間

値が 65 年となっていることを踏まえ、上位計画「矢吹町公共施設等総合管理計画」におけ

る建替え時期 60 年の基準に基づき、本計画の目標耐用年数は 60 年と設定する。
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５－２．学校の適正配置

現況調査の結果、少子化と人口減少の加速から、児童数が年々減少傾向にある中、少人

数学級や特別支援学級を編成しているため、現在では余裕教室の増加はないが、今後の更

なる児童数の減少により、単学級の学年が徐々に増加し、余裕教室が増加していくと予想

される。

学校施設の規模や適正配置については、地域の実情に応じて、余裕教室など空きスペー

スの有効活用、または不要となった一部施設の減築、他の公共施設との複合化・共用化、学

校施設の統廃合など様々な方向性が考えられる。

教育委員会では、このような状況を受け、町内の 4 小学校について、老朽化に伴う改修

工事の実施時期に合わせた小学校の統廃合の時期を探るため、別途調査検討を行っている。 

本計画では、今後この検討結果を踏まえながら、計画の見直しを図っていく。 
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５－３．修繕･改修周期の設定

文部科学省の学校施設における従来の修繕・改修サイクルでは、経年による機能・性能

の劣化の原状回復を目的とした機能回復中心の事後保全を適宜行い、建築後約 40 年で建替

えを行う計画であった。

矢吹町においては、平成 28 年 3 月に策定された「矢吹町公共施設等総合管理計画」にお

いて、公共施設の修繕改修時期については、30 年後に大規模改修、60 年後に建替えという

基準が示されている。今後は、建替え時期の延長を図り既存施設の維持・改修による長寿

命化改修に切り替える。

  長寿命化改修計画のイメージとしては、経年による機能・性能の劣化の原状回復だけで

なく、機能・性能の向上も目的とした長寿命化改修工事を、建築後約 30 年を経過した際に

実施することで、既存施設の長寿命化を図り、目標耐用年数まで使用することを目指す。

長
寿
命
化
改
修
サ
イ
ク
ル

劣化度

竣工
20年 40年

高

低

約６０年

解体

経年による機能・性能の劣化

約３０年目長寿命化改修

機能回復・機能向上
【防水改修(断熱化)、外壁改修、開口部改修、内部改修、設備改修等】

機能回復や部分修繕

機能回復や部分修繕

従
来
の
修
繕
・
改
修
サ
イ
ク
ル

劣化度

竣工
20年 40年

高

低

60年

約４０年

建替え

経年による機能・性能の劣化

事後保全や部分修繕
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５－４．修繕･改修レベルの設定

長寿命化において配慮すべき性能として、第一に子供たちが安心安全に学べる教育環境

とし、昨今の少子高齢化や、小学校の地域としての役割（避難所、地域コミュニティーの場

等）を踏まえ、各部位の仕様を決定する際の配慮すべき事項、整備メニューを整理する。

また、町内における教育の機会均等とその水準の維持向上を図るため、平成 26 年度から

平成 28 年度に大規模改修工事を実施した矢吹小学校を長寿命化改修モデルとして、今後の

改修メニュー（修繕・改修レベル）(P.75)を設定する。

  実際に仕様を決定する際には、長寿命化改修モデルを基準とし、次の配慮事項を充分に

考慮して、各小学校の実情に合わせた整備メニューを選択する。 

■長寿命化における修繕･改修レベル設定の配慮事項

・各小学校の教育方針や立地、建築等の特色を活かした改修計画とする。

・改修を行う際は避難所としての機能強化を前提とすることで安全性能を向上させる。

・改修を行う際は各小学校の実情に合わせたバリアフリー化を行う。

・改修を行う際は耐久性の高い仕様、納まりとすることで長期間に渡り使用し、ライフサイ

クルコスト及び C02 排出量を削減する。

・設備機器の改修を行う際は、LED 等の高効率照明や節水型衛生器具など、省エネ性能の高

い仕様とすることで光熱水費等のライフサイクルコストを縮減する。
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■長寿命化改修モデル 改修メニュー

改修メニュー（改修レベル） （修繕レベル）

屋根・屋上
・全面防水改修
　（断熱検討）

浮き部補修
クラック補修程度

外壁
・断熱改修（断熱材新設）
・防水型塗膜塗装
・躯体補修、補強

浮き部補修
クラック補修程度

外部開口部 ・サッシ交換(Low-eペア、ペアガラス)
シーリング打替え
開閉調整程度

その他外部
・外部劣化部の補修、美装化
・手すり等の更新

現状程度に修復補修

内部仕上げ
（教室等）

・内装の全面更新
　（木質化、美装化）

現状程度に修復補修

トイレ
・全面更新、ドライ化
・洋式化

現状程度に修復補修

・教室配置、面積等の機能改善
・新学習対応　ICT
・多様な学習の場

・トイレドライ化
・木質化
・配線配管全面交換

・LED照明、節水型便器、省エネ機器の採用
・太陽光発電システム
・高断熱、高気密

・自家発電
・防犯監視
・マンホールトイレ検討

・スロープ、手すり、車いす対応駐車場
・多目的トイレ設置

学習環境

生活環境

省エネ化

バリアフリー

防災・防犯

部位

外
部
仕
上
げ

内
部
仕
上
げ

改修メニュー（機能向上）
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５－５．維持管理レベルの設定

長寿命化改修を計画的に実施することで、修繕費の不足による修繕必要箇所の工事未実

施を無くすとともに、その他予期せず緊急に修繕を必要とする部位が発生した場合には、

状況に応じて対応することで常に学校施設を安全で良好な状態で使用できるようにする。 
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６．長寿命化の実施計画

６－１．改修優先度の設定

現況調査及び施設整備基本方針を基に、改修の優先順位を設定する。 

  構造躯体の老朽化状況から、緊急で必要な耐震補強は無いと判断出来るが、予定されて

いる耐力度調査時期に合わせて調査を行い、その後の改修・建替えを検討することとする。 

構造躯体以外の改修の優先順位は、現地調査のランク付けを基に設定する。現地調査で

はＤランク（安全上など問題があり緊急性の高いもの）が最も優先順位の高いものとし､Ａ

ランク（概ね良好）が最も優先順位の低いものとしている。 

また、改修要望については現地調査のランク付けと照合し検討していく。その他現地調

査項目と該当する項目については環境性、機能性を考慮し、必要に応じて優先順位を引き

上げるものとする。その他予期せず緊急に修繕を必要とする部位が発生した場合には、状

況に応じて対応する。 

また、改修においては学校単位での検討が必要であることから、優先順位についても学

校単位で設定することとする。 

■改修優先順位

建物名 健全度
学校別

健全度（平均）
優先順位 備考（※）

校舎(北校舎) 18 2031(H43)

給食室 74 2034(H46)

校舎(南校舎) 49 2044(H56)

屋内運動場 77 2050(H62)

校舎(西校舎) 62 2040(H52)

屋内運動場 49 2040(H52)

給食室 94 2040(H52)

校舎(東校舎) 62 2041(H53)

校舎(南校舎) 72 2046(H58)

校舎(北校舎) 62 2046(H58)

屋内運動場 93 2062(H74)

校舎(西校舎) 100 2044(H56)

給食室 50 2033(H45)

校舎(東校舎) 100 2046(H58)

屋内運動場 100 2046(H58)

給食室、食堂 77 2056(H68)

屋内運動場 100 2070(H82)

校舎 100 2070(H82)

屋内プール 100 2071(H83)

武道場 100 2071(H83)

※「矢吹町公共施設等総合管理計画」で示されている建替年度。

高

低

学校名

1

2

3

4

5

88

67

55

76

95

矢吹小学校

善郷小学校

中畑小学校

三神小学校

矢吹中学校
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６－２．長寿命化計画の今後の課題

１）耐力度調査について

予定されている耐力度調査の時期については、今後の老朽化状況等により予定調査時期

が前後する可能性がある。予定調査時期を前倒し、先送りする場合には、改めて今後の小

学校の在り方、方針、改修計画を見直す必要がある。また、耐力度調査の結果によっては適

正配置計画を踏まえた長寿命化計画の見直しが必要になる。 

２）財源の確保について

長寿命化計画を実施するためには財源の確保が重要だが、事業費が高額なため財政負担

が大きい。町が創設した「公共施設等整備基金」のほか、今後は国の補助金等を適切かつ効

果的に活用することで、財政負担を軽減していくことが必要である。 

３）改修時期について

教育委員会では、町内の 4 小学校について、老朽化に伴う改修工事の実施時期に合わせ

た小学校の統廃合の時期を探るため、別途調査検討を行っている。 

各施設の現況調査から改修の優先順位を設定したところではあるが、小学校については、

統廃合の検討が別途進んでいることから、その検討結果を踏まえながら、長寿命化計画の

見直しを行い、実際の改修時期を調整する必要がある。 

６－３．情報の管理

長寿命化計画のＰＤＣＡサイクルを実行するためには、継続的な実態把握によるデータ

の蓄積・評価・検討を行う必要がある。そのため、学校施設台帳や本計画の現地調査記録等

のデータを一元管理し、学校施設をマネジメントするために必要なマニュアル・手法によ

るマネジメントを実行する必要がある。 
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